　様式１（表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　請　者　用

車両乗入施設設置承認申請書
	（あて先）京都市　　　　　土木みどり事務所長
	令和　　　　　年　　　　月　　　　日

	申請者の住所


	申請者の氏名

　　　　　　電話


	　　　　車両乗入施設を設置するため下記の工事を行いたいので、道路法
　　　第24条の規定により、関係図書を添えて承認の申請をします。

	場　所
	京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先

（路線名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側）

	区　域
	延長　　　　　　ｍ、幅員　　　　　　　ｍ、（　　　　）箇所、面積　　　　　　㎡

	構　造
	添付図書のとおり　　　　　　　　　　　　　標準図、仕様書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他土木みどり事務所長の指示するもの

	工事等期間
	□車両乗入施設設置工事期間
□工事用一時乗入施設設置期間

	施工業者
	住所


	氏名

　　
　　　　　電話

	工　事　費
	申請者負担

	街路樹の
移植の要否
	□有
　　　　　　　　　　　　　街路樹移植願は別紙のとおり

□無

	付近見取図
平面図　等
	添付図のとおり

	備　考
	


　様式１（裏）

　（記入上等の注意）
１　申請者において、太枠欄はすべて記入してください。

２　該当する□には、チェック印を記入してください。

３　場　　　　所‥‥‥‥　所在地、道路の路線名のほか、当該道路の「側」まで（例：○○

　　　　　　　　　　　　通北側）記入してください。

４　区　　　　域‥‥‥‥　改築の面積を記入し、延長は改築の長さ、幅員は歩道幅員としてください。また、（　　）内は箇所数を記入してください。
５　構　　　　造‥‥‥‥　本市指定の乗入工事標準図に市の指導を受けて記入してください。
６　 eq \o\ad(工事等期間,　　　　　　　　　　　　　)‥‥‥‥　工事期間は、原則として承認の日から30日以内とします。
　　　　　　　　　　　　　また、工事用一時乗入施設設置期間も必要最小限の期間とします。

７　 eq \o\ad(施工業者,　　　　　　　　　　　　　)‥‥‥‥　車両乗入工事の施工業者を記入してください。

８　街路樹の移植の要否‥　車両乗入工事に当たり街路樹の移植の必要性の有無について、記入してください。
　　　　　　　　　　　　　なお、移植が必要な場合は、本申請と同時に「街路樹移植願」を提出してください。
９　 eq \o\ad(添付書類,　　　　　　　　　　　　　)‥‥‥‥　位置図、平面図、乗入工事標準図、現場写真、その他関係図面
　　（２部）　　　　　　（注）　平面図には、乗入の位置を車道に対し直角又は斜めであるかを朱書し、乗入の箇所と街路樹及び電柱、その他の位置等相互間の距離を明記してください。また、街路樹の移植を要する場合は、街路樹を緑色で着色してください。
様式２（表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土木みどり事務所　用

車両乗入施設設置承認申請書

	（あて先）京都市　　　　　土木みどり事務所長
	令和　　　　　　年　　　　月　　　　日

	申請者の住所


	申請者の氏名

　　　　　　電話


	　　　　車両乗入施設を設置するため下記の工事を行いたいので、道路法

　　　第24条の規定により、関係図書を添えて承認の申請をします。

	場　所
	京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先

（路線名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側）

	区　域
	延長　　　　　　ｍ、幅員　　　　　　　ｍ、（　　　　）箇所、面積　　　　　　㎡

	構　造
	添付図書のとおり　　　　　　　　　　　　　標準図、仕様書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他土木みどり事務所長の指示するもの

	工事等期間
	□車両乗入施設設置工事期間

□工事用一時乗入施設設置期間

	施工業者
	住所
	氏名
　　　　　　　　　電話

	工　事　費
	申請者負担

	街路樹の
移植の要否
	□有

□無

	付近見取図
平面図　等
	添付図のとおり

	決定者欄
	受付　　　第　　　　　　号
	起案日　　令和　　　年　　　　　月　　　　　日

	　上記のことについて、次の条件を付して承認することを決定します。
	承認　　　第　　　　　　号
	決定日　　令和　　　年　　　　　月　　　　　日

	
	所

長
	
	次

長
	
	係

長
	適正化推進　　技術調整　　維持監理　　工　事　　事　務
	係

員
	

	　承認条件は次のとおりです。

　なお、上記の承認内容と異なって又は承認条件に違反して工事をした場合、道路法第７１条に基づいて承認を取り消し、又は工事の中止若しくは原状回復等を命じることがあります。


様式２（裏）

	承

認

条

件
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　車両乗入施設の使用を廃止したときは、直ちに所轄土木みどり事務所長に届け出て、承認を受けて原状回復を行うこと。
７　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
８　承認により設置した施設（歩道一時乗入に伴い改築する施設は除く）は、工事完了検査の結果合格と認めた日から無償で本市に帰属するものとする。
９　帰属後１箇年を保証期間とし、路面沈下等の発生が、当該工事起因することが明らかと判断された場合、及び申請者の原因によることが明らかな破損については、承認を受けて申請者の負担において修復すること。
10　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
11　車両乗入に当たっては、次の各号に掲げる事項を遵守すること。
⑴　防護柵、街路樹等を損傷しないよう注意し、万一これらに損傷を与えた場合は、所轄土木みどり事務所長に届け出るとともに、その指示に従い原状に回復すること。
⑵　歩行者の安全を確保するとともに、一般交通に支障のないよう注意すること。
その他の承認条件については、別紙に記載する。

	調査概要
	

	支障の有無
	

	　この処分について不服があるときは、別添「不服申立てについて」のとおり「審査請求」等をすることができます。


様式３（表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　認　書　用

車両乗入施設設置承認書
	申請者
	承認者　　

京都市　　　土木みどり事務所長　　　印

	承認番号

京都市指令　　　　土み　　第　　　　　　　号
	

	
	承認日　　令和　　　　年　　　　　月　　　　　日


	　　　　令和　　年　　　月　　日付で申請のあった車両乗入施設設置につい
　　　ては、道路法第24条の規定により、下記のとおり承認します。

	場　所
	京都市　　　　区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地先

（路線名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側）

	区　域
	延長　　　　　　ｍ、幅員　　　　　　　ｍ、（　　　　）箇所、面積　　　　　　㎡

	構　造
	添付図書のとおり　　　　　　　　　　　　　標準図、仕様書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他土木みどり事務所長の指示するもの

	工事等期間
	□車両乗入施設設置工事期間

□工事用一時乗入施設設置期間

	施工業者
	住所


	氏名

　　
　　　　　電話

	工　事　費
	申請者負担

	街路樹の
移植の要否
	□有

　　　　　　　　　　　　　街路樹移植願は別紙のとおり

□無

	付近見取図
平面図　等
	添付図のとおり

	備　　考
	

	　承認条件は次のとおりです。

　なお、上記の承認内容と異なって又は承認条件に違反して工事をした場合、道路法第７１条に基づいて承認を取り消し、又は工事の中止若しくは原状回復等を命じることがあります。


様式３（裏）

	承

認

条

件
	１　工事着手の際は、道路交通法第７７条第１項の規定により所轄警察署長の道路使用許可を受けた後、所轄土木みどり事務所長に「着工届」を提出して、その指示に従って工事を行い、竣工の際は、「完了届」を提出して工事完了検査を受けること。
　　なお、工事中は「道路敷一部現状変更工事承認標」を掲げること。
２　工事は、沿道利害関係者との間に紛争を生じないよう地元住民と十分打合せのうえ着手するとともに、工事に伴う住民からの苦情等はすべて申請者がその解決に当たること。
３　工事中は、「工事標識」、「警告灯」その他安全施設等を設置し、必要に応じ「交通整理員」を配置して一般交通の安全を図るよう措置すること。
４　工事により道路構造物等を破損した場合は、直ちに所轄土木みどり事務所長の指示を受け、原状に回復すること。また、本市又は第三者に損害を与え、又は紛争を生じたときは、復旧、損害賠償等の解決を申請者の責任において行ったうえ、その結果を速やかに所轄土木みどり事務所長に報告すること。
５　物件の構造、形質若しくは場所、工事の実施方法その他申請内容を変更しようとするときは、あらかじめ所轄土木みどり事務所長の承認を受けること。
６　車両乗入施設の使用を廃止したときは、直ちに所轄土木みどり事務所長に届け出て、承認を受けて原状回復を行うこと。

７　申請者が変わるなど責任の所在に変更を生じた場合は、新たに責任の取れる者を所轄土木みどり事務所長に届け出ること。
　　道路管理上必要と認めたときは、申請内容に関する調査をさせ、報告を求める等必要な指示、命令をすることがある。
８　承認により設置した施設（歩道一時乗入に伴い改築する施設は除く）は、工事完了検査の結果合格と認めた日から無償で本市に帰属するものとする。
９　帰属後１箇年を保証期間とし、路面沈下等の発生が、当該工事起因することが明らかと判断された場合、及び申請者の原因によることが明らかな破損については、承認を受けて申請者の負担において修復すること。
10　承認後１年以内に、工事に着手すること。
　　なお、１年以内に工事に着手しない場合、本承認を取り消すことがある。
11　車両乗入に当たっては、次の各号に掲げる事項を遵守すること。
⑴　防護柵、街路樹等を損傷しないよう注意し、万一これらに損傷を与えた場合は、所轄土木みどり事務所長に届け出るとともに、その指示に従い原状に回復すること。

⑵　歩行者の安全を確保するとともに、一般交通に支障のないよう注意すること。
その他の承認条件については、別紙に記載する。

	　この処分について不服があるときは、別添「不服申立てについて」のとおり「審査請求」等をすることができます。


令和　年　　月　　日　から令和　　年　　月　　日まで


着工の日から　　　日間





令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで


着工の日から　　　日間





街路樹移植願は別紙のとおり


　　月　　日から　　　年　　　月　　　日まで





令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで


着工の日から　　　日間








